











An Investigati on Realities 







































9 10 11 12 13 14 15 16 17 所要時間総教
14 12 13 4.8 10 13 15.7 11 1. 8 21590分
13.8 1. 7 1. 8 10 12 12 11 9 1 中 5970分
10.9 12 6 7 11. 7 1. 3 21. 5 9 1. 5 
品 1275分
小 ・中・ 高と児童 ・生徒の年令が長ずるにつれて差があるが，一日の中では下校時間帯の15
時代に執務時聞を多く費しているようである。
表2 個別指導
9 10 11 12 13 14 15 16 17 所要時間総数
5.6 2 17 22 29.5 18 33 1775分
10 22.9 12.5 13.5 8 8 20. 8 4 中 240分





9 / 10 / 11 12 13 14 15 16 17 所要時間総数
o. 7I 9.s I 12. 7 19 12 9 6. 7 4 9380分
1. 5 13.9 1. 5 8.6 9.4 11 2 中 2475分
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9 10 11 12 13 14 15 16 17 所要時間総教
15 19 20 18 14 8.6 0.6 8905分
14 29 34 7.8 5.4 4.9 1. 9 中 1015分
20.9 18.5 28 12 7 3. 7 7.4 高 405分
小学校の場合，平均的に利用されているようであるが，中・高の場合は午前中に集中してい
るよう な傾向を示している。 原因としては朝食抜き，睡眠不足，夜更かし といったこともある
ょうである。
表7 応急処置
9 10 11 12 13 14 15 16 17 所要時間総数
14 29 17 10 10 6 4 4275分
20 19 19 20 13 5.4 中 1410分




























































































三点E1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 
c イ1059 24 97 35 9 41 74 41 74 44 44 62 12 79 88 82 
34人 ロ 041 76 3 65 91 59 26 59 26 56 56 38 88 21 12 18 
D イ9470 48 10 61 9 58 79 52 70 64 58 70 39 79 97 85 50 
33人 ロ 630 52 0 39 91 42 21 48 30 36 42 30 61 21 3 15 
E イ9745 65 93 39 6 52 85 30 67 55 52 67 12 64 91 64 
33人 ロ 355 35 7 61 94 48 15 70 33 45 8 33 88 36 9 36 
F イ9742 32 97 48 19 58 77 29 81 68 58 68 19 77 81 81 



























質問1～15までとばさないで， あてはまるものを lつだけ選 んで，記号をζ〉 で囲みます。
回あなたはいつ も何時頃起きますか

























ウ 9時ころ jエ 10日宇ころ





7 6時間朱t尚 （イ 6時間
ウ 7 8寺問 iエ 88寺問
オ 9時間 jカ 10時間








































































































































































































































































































40% I 28. 6% ・-
60% I 57.1% I 87. 5% 
（オ）授業終了しで帰宅するまで I54. 5% I 41. 4% I 25% 


























































































27 27. 2 






20 20. 2 
7 31. 0 















項目 人数 % 項目 人数 % 項目 人数 % 
1 12 12.1 21 90 90. 9 32 23. 8 
12 14 14.1 2 74 74. 7 2 46 34. 3 
13 16 16.1 23 51 51. 5 3 16 1. 9 
14 13 13.1 24 13 13.1 4 38 28. 3 
15 26 26. 2 25 21 21.2 5 56 41. 7 
16 10 10.1 26 14 14.1 6 70 52目2
17 12 12.1 27 12 12.1 7 63 47. 0 
18 29 29目2 28 18 18.1 8 7 5. 2 
19 16 16.1 29 4 4. 0 9 4 2.9 














数 % 番号 人 数 % 。 6 30 30.3 
2.0 7 28 28.2 
11. 1 8 2 2.0 
12. 1 9 。 。
14.1 
養護コース
数 % 番号 人 数 % 
0. 7 6 31 23.3 
9.0 7 7 5.2 
24.8 8 1 0. 7 















































項目 人数 % 
21 1 8. 2 
2 62 46. 2 
23 21 15. 6 
24 6 4.4 
25 15 11.l 
26 9 6. 7 
27 12 8. 9 
28 14 10. 4 
29 o. 7 





A類 B類 C類 D類 E類 A類 B類 C類 D類 E類
A型5人 B型 C型l人 D型l人 E’型 4人 A型5人 B型4人 C型5人 D型1人 E’型3人
ト，＇, 33今 B’， 17人 C' ,8 , D' • 1人 A', 34 , B' ,16 , C＇ク29ク D＇ク 2, 
A",, 30 , AB ,2 , AC• 2 A"• 36 , AB,, 2 , AC • 2 ,
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N ま と め
保健室は，健康診断，健康相談，健康観察，応急処置を行な うために必要な部屋として設置
することを「学校保健法第四条」において規定されている。
更に，公立小中学校の校舎の建設に関する国庫補助の対象となる基準を示した「学校施設設
備基準」 （文部省管理局施設部一昭和50年6月一）においても，学校規模に応じた補助面積が
示されるなど学校に必要な部屋のーっとして設置しなければならないことになっている。また
保健室の仕事に応じた設備の基準として 「文部省体育局長通達（昭和33年6月16日一文体保第
55号）には備品の基準が例示されている。
備品としては， 一般備品として事務，診断，消毒用品などを示し，健康診断など健康相談用
として発育測定，視力 ・聴カ検査，内科，歯科検査用品を挙げ，応急処置及び疾病の予防用と
して外科処置用具を示し その他数種の検査 また環境衛生用品を挙げている。
これらをみると，保健室は健康診断や医療の指示，疾病傷害の応急処置といった，いわば疾
病異常児童 ・生徒への措置を行なう目的のために設けられてきたものと考えられるのである。
しかし以上のような学校保健法その他の法規面から考える ことと同時に，現状の分析をして現
実に保健室の目的は何かを考慮してみる必要があろう。近代的な学校教育の中では保健室の目
的も多様化してきていることは事実である し，如何に して学校教育活動の目的達成に貢献し得
126 佐々木：学校保健管理の現状と保健室経営養護教諭執務現状と実態調査
るかが明らかになるのではないかと思われる。
これからの保健室は，学校におけるヘルスセンターとして保健教育的目的があることをあげ
ておきた¥,l。例えば疾病や情緒障害，体力， 栄養に関する問題など心身の健康に問題を持つ児
童・生徒の個別指導や健康相談の実施にあたることや，健康な児童・生徒についても健康の増
進に関する指導などである。一般教員の行なう日常の教育活動に積極的に推進する役割もあり，
保健教育のために必要な資料収集，調査資料を整備保管して保健学習や保健指導の充実に寄与
することも要請されてきている。
保健室の機能充実のため，養護教諭は具体的にいかなる事項について執務すればよいかとい
うと，おおむね次のような事項があげられるであろう。
1.健康診断（定期・臨時）や月例等の発育測定
2 健康相談（定期 ・臨時）
3 救急処置
4 各種予防措置 （予防接種等）
5 保健指導 （学級保健指導，グループ指導，個人指導）
6 児童生徒保健委員会活動
7 PT A保健委員会活動
8 保健関係諸帖簿の整備保管
9 健康診断の結果記録と保存
10 傷病発生状況の記録と保存（学校安全会関係記録）
11 家庭通信，家庭連絡，関係機関との折衝
12 各種保健統計，集計，掲示
13 保健学習，保健指導に必要な情報の整備
養護教諭の執務内容は，非常に広範囲で、多岐にわたるものであって，これを能率的に，しか
も効果的に行なうためには， 学校， 地域社会等の事情を考慮し，適切な執務計画を立てた上で
執務することが必要で、ある。
しかし最近の養護教諭の日常の実践を振り返ってみるとき，子どもに信頼をおいた実践がど
の程度なされているだろうか。また，子どもの可能性を切り開くことにどの程度かかわってい
るであろ うか。今日，養護教諭に期待されるものは，養護教論としての専門的な 「眼Jであろ
う。子どもの可能性を阻害する原因をみつけ出してこれを取り除き，子どもの可能性を切り聞
いてやることであろう。そうしたときに教師としての養護教諭の誇りを見出すのではなかろう
か。保健室にカギをかけなくてもよくて，児童 ・生徒が健康をそこねた時に入りやすい部屋で
あることが重要なことである。 そしてまた，児童 ・生徒に対しではわずかな心がけや，努力に
よって困難な候件も解決されるものと信ずる。
現在の養護教諭の配置は 必ずしも理想的であるとはいえない。本州では一部で複数制を実
施しているところもあるが，北海道ではいまのと ころ配置されてはいないのである。現場の先
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生方にも，これからの学校保健を推進していくためにも養護教諭の複数制問題を真剣に考えて
いくべきであろう。
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